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法令遵守事項と監査

１．基本方針（公示）

「輸送の安全の確保が最も重要」

輸送の安全確保に支障を及ぼすおそれのある重要な法令違反

の疑い

過去の監査、行政処分等（警告、勧告も含む）の状況

利用者等の苦情

事故の未然防止及び法令順守の徹底を図ることを目的と

して監査を実施



法令遵守事項と監査

① 地方貨物自動車運送適正化事業実施機関や利用者等からの情報等
＿により、法令違反の疑いがある事業者

② 事業用自動車の運転者が第一当事者と推定される死亡事故を引き
＿起こした事業者

③ 事業用自動車の運転者が悪質違反（救護義務違反（ひき逃げ）、
＿酒酔い運転、薬物等使用運転、妨害運転、無免許運転、酒気帯び運
＿転、過労運転、無資格運転、無車検運転及び無保険運転をいう。）
＿を引き起こした又は引き起こしたと疑われる事業者

④ 行政処分等を受けた際に事業の改善状況の報告を命じられた事業
＿者であって、報告の為の出頭を拒否したもの、改善報告を行わない
＿もの又は報告内容から事業が改善されたと認められない事業者

⑤ 適正化事業実施機関が行う巡回指導を拒否した事業者

２．監査対象事業者（一部抜粋）



法令遵守事項と監査

２．監査対象事業者（一部抜粋）

⑥ 都道府県公安委員会、都道府県労働局、道路管理者等からの通知
＿又は通報により、法令違反の疑いがある事業者

⑦ 労働関係行政機関又は日本年金機構から、労働者災害補償保険、
＿雇用保険、健康保険又は厚生年金保険に加入していない旨の通報が
＿あった事業者

⑧ 労働関係行政機関から、最低賃金法に違反している旨の通報があ
＿った事業者

⑨ 自動車事故報告規則第２条に定める事故であって、同規則の別記
＿様式による自動車事故報告書の「事故の原因」及び「事故の種類の
＿区分」が同一であるものを３年間に３回以上引き起こした事業者

⑩ 事故報告書、貨物自動車運送事業報告規則第２条第１項の規定に
＿より求められた臨時の報告書について、所定の期限までに報告書等
＿を提出しない事業者、報告書等に虚偽の内容を記載した疑いがある
＿事業者、報告書等に記載された内容に法令違反の疑いがある事業者



法令遵守事項と監査

２．監査対象事業者（一部抜粋）

⑪ ホイールボルトの折損による車輪脱落事故又は整備不良に起因す
＿ると認められる死傷事故を引き起こした事業者

⑫ 長期間、監査（街頭監査を除く。）を実施していない事業者

⑬ 貨物自動車運送事業者の運送の安全確保義務違反が認められた場
＿合であって、当該違反への関与が疑われる元請事業者

⑭ 貨物自動車運送事業者の運送の安全確保義務違反について、元請
＿事業者に対する下請事業者等からの苦情等により、監査を行うこと
＿が必要と認められる元請事業者及び下請事業者

⑮ 道路運送法第３５条第１項又は貨物自動車運送事業法第２９条第
＿１項の規定による受委託の許可を受けた事業者であって、受託者に
＿法令違反の疑いがある委託者たる事業者
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２．監査対象事業者（一部抜粋）

⑯ 監査を受けた後又は②若しくは③に該当する事故若しくは違反が
＿発生した後、行政処分までの間に事業用自動車等を移動させた事業
＿者及びその移動先事業者であって、監査を行うことが必要と認めら
＿れる事業者

⑰ 呼出指導の対象となったにもかかわらず、正当な理由なくこれに
＿応じない事業者

⑱ 行政処分等を受けた際に、事業の改善状況の報告を命じられた事
＿業者

⑲ その他事故、法令違反、事件、苦情等の状況を勘案し、監査を行
＿うことが必要と認められる事業者
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３．監査の種類

※ 呼出指導
指導が必要と認められる事業者に対して呼出指導を行う。
呼出指導の対象になったにもかかわらず出席しない事業者に対しては、監査
を実施する等適切に対応します。

（１）特別監査
引き起こした事故又は疑いのある法令違反の重大性に鑑み、厳格な対応が必
要と認められる事業者に対して、全般的な法令順守状況を確認する監査

（２）一般監査
特別監査に該当しないものであって、監査を実施する端緒に応じた重点事項
を定めて法令順守状況を確認する監査

（３）街頭監査
事業用自動車の運行実態等を確認するため、街頭において事業者を特定せず
に実施する監査

原則、無通告で実施
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４．１ 関係法令
貨物自動車運送事業法、貨物自動車運送事業法施行規則、貨物自動車運送

事業輸送安全規則、道路運送車両法、道路運送車両法施行規則

４．２ 行政処分等の種類
◇行政処分

⚫ 自動車その他の輸送施設の使用停止処分

（自動車等の使用停止処分）

⚫ 事業の全部または一部の停止処分

（事業停止処分）

⚫ 許可の取消処分

◇行政処分に至らないもの

⚫ 勧告

⚫ 警告

４．監査の流れ
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４．３ 事業停止処分
次のいずれかに該当する場合、各号ごとに事業停止３０日

• 乗務時間告示が、著しく遵守されていない場合

• 全運転者等に対する点呼を全く実施していない場合

• 定期点検整備を全く実施していない場合

• 整備管理者が全く不在の場合

• 運行管理者が全く不在の場合

• 名義を他人に利用させていた場合

• 事業の貸渡しを行っていた場合

• 検査を拒み、妨げ、若しくは忌避し、又は質問に対して陳述をせず、若

しくは虚偽の陳述を行った場合

４．監査の流れ
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４．４ 行政処分以降
改善状況を確認するために監査を実施（３月以内）。

改善を確認できなければ特別監査を実施。

４．５ 違反点数制度
処分日車数１０日車までごとに違反点数１点付与。

違反点数は原則３年累積。

累積が５１点以上で事業停止、８１点以上で許可の取消。

４．６ 行政処分等の公表
事業者が行政処分等をされた場合や累積点数が２１点以上になった場合な

どに、運輸局等のインターネットホームページに掲載。

４．監査の流れ
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５．行政処分基準の公示

① 検索サイトで「近畿運輸局」を検索。

② 近畿運輸局ホームページ内、

右上のサイトマップ内、

「バス・タクシー・トラックの行政処分」を選択。

③ ページ下部にある「近畿運輸局『行政処分の基

準』へのリンク」を選択。

④ 右の掲載ページが表示される。
（中略）
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６．最後に

日々の運行管理が重要

・法令を遵守することは基本事項

・リスク管理の目線で運行管理を考える



法令遵守事項と監査

（参考）
事 例 集

指摘事項
• 指摘理由（基準日車等）

監査時に聴取した、違反をした理由



事業計画
• 認可を受けない営業所、車庫の新設、変更（１０日車）

運行管理者、整備管理者の選任
• 運行管理者、整備管理者の不在（事業停止３０日）

• 選任届出の未提出（警告）

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

荷主の近くに空き物件があり、事務効率化のために、認可を受けずに営業所を移設している

営業所敷地内の車庫が手狭になってきたので、認可を受けずに車庫を借りて車を保管している

運行管理者が退職し、その後社員の中にも資格を持った者がいないままである

整備管理者が退職し、他の社員が整備管理者選任前研修を受けたが届出書の提出を忘れていた



事故報告書
• 事故報告書の未提出（１０日車）

事業の適確な遂行
• 社会保険等加入義務者が社会保険等に未加入（警告～４０日車）

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

事故報告書の存在や、提出が必要なことを知らなかった

事故報告書の提出を忘れていた

加入の必要性は理解しているが、手取りが減ることから、社員が加入に消極的

勤務形態などから、経営者が加入させる必要があると考えていなかった



過労運転の防止（警告～事業停止３０日間）
• １日の拘束時間の違反

• 運行終了後から次の運行までの休息期間の不足

• １か月の拘束時間が３２０時間を超えている

• 連続運転時間が４時間を超えている

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

帰り荷を積んで走ると、どうしても車庫に帰ってくるのが遅くなり、拘束時間が長くなってしまう

翌日も仕事があるので、どうしても休息時間も短くなってしまう

実際に運転している運転者が大丈夫だと言っている



運転者の健康状態の把握（警告～４０日車）
• 定期健康診断の未受診（過去１年の受診歴なし）

• 深夜労働に従事する運転者に対して、

６か月ごとの健康診断を受診させていない

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

会社で行う定期の集団検診の時期がまだなので、新人運転者は受診していない

役員なので必要ないと思っていた

各自に受診を指示しているが、会社として結果を把握していない

深夜に乗務する運転者に６か月ごとの健康診断が必要だと知らなかった



点呼の実施（未実施）（警告～事業停止３０日間）
• 対面でなく電話で点呼を実施している

• 各運転者が自らアルコール検知器による検査を行って出庫し、

運行管理者と対面していない

• 運行管理者、運行管理補助者以外の者が点呼を実施している

• 乗務を開始した後又は乗務を終了する前に点呼を実施している

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

遠方へ配送しようと営業所を早く出発するため、電話による点呼を行っていた

運行管理者が１名のみであり、点呼のために２４時間対応することができていない

営業所と車庫が離れており、車庫を出発して営業所に立ち寄ってから乗務前点呼を受けていた

営業所に立ち寄り乗務後点呼を受けてから、車庫に帰って自家用車で帰宅していた



点呼の実施（未実施）（警告～事業停止３０日間）
• 荷積み時、荷降ろし時にしか点呼を実施していない

• 運行管理者も運転しているが、

運行管理者に対する点呼は実施していない

• 運行管理者が運転する際の点呼は、運行管理者自身が点呼を行っている

（セルフ点呼）

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

運行管理補助者を選任しておらず、運行管理者の点呼は運行管理者自身でやっていた

点呼実施の記録はあるが、その時間には運行管理者は乗務についていた



点呼の実施（不適切）（警告～１０日車）
• アルコール検知器を使用していない

• 長距離運行に従事する運転者に、アルコール検知器を持たせていない

アルコール検知器備え義務違反（６０日車）

アルコール検知器の常時有効法事義務違反（２０日車）

酒酔い・酒気帯び乗務（１００日車）

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

飲酒する者がいないので検知器による検査は省略できると考えていた

乗務後点呼にもアルコール検知器による検査が必要だとは思っていなかった



点呼の記録（記録なし）（警告～３０日車）
• 点呼は実施していたが、記録をしていない

• 通常日以外の突然発生した乗務について、記録をしていない

点呼の記録（記載事項等の不備）（警告）
• 点呼方法（対面・電話等）を記載していない

• アルコール検知器の使用の有無を記載していない

• 点呼を実施した者を記載していない

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

いつも対面なので、改めて記載する必要はないと考えていた

点呼実施者のハンコを押し忘れていた

点呼が必要だとは知っていたが、いちいち記録までは残していない



点呼の記録（記録の保存なし）（警告～３０日車）
• １年の保存期間満了前に廃棄していた

業務の記録（記載事項等の不備）（警告～３０日車）
• 「乗務の開始及び終了の地点」の記載がない

• 「休憩の時間、場所」の記載がない

• 大型車について「貨物の積載状態」の記載がない

• 「車両番号」「運転者名」の記載がない

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

地場運送のみで、車庫の発着は当たり前なので記載していなかった

コンテナ輸送なので、中身が分からないことから記載は必要ないと思っていた

事務所の整理や移転などがあり、誤って廃棄してしまった



運行記録計（記録なし）（警告～３０日車）
• チャート紙を入れ忘れていた

• チャート紙の交換を忘れていた

記録を残す必要のある事項（記録の改ざん・不実記載）
（６０日車）

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

記録が必要なことは知っていたが、記録することを忘れていた

運行記録計の装着義務が拡大されたことを知らなかった

後でまとめて記録した際に事実と異なることを記録した



運行指示書（未作成、記載事項等の不備）（警告～２０日車）
• 運行指示書が必要な運行であるが、作成していない

• 運行指示書の記載項目が不足している

運転者等台帳（未作成）（警告～２０日車）
• 運転者等台帳を作成せずに運転させている

• 運転するすべての者の台帳を作成していない

• 履歴書や労働者名簿はあるが、運転者等台帳はない

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

運行指示書が必要だという認識がなかった

新たに入社した運転者について、作成することを忘れていた

役員であり、ほとんど乗務しないので必要ないと思っていた



運転者等台帳（記載事項等の不備）（警告）
• 運転者等台帳の内容を更新していない

• 運転者等台帳の様式に必要な記載項目が不足している

• 「作成年月日」「作成番号」「選任された年月日」が空欄

運転者に対する指導監督（不適切、記載事項等の不備）
（警告～４０日車）

• 国土交通省告示で定める指導及び監督を実施していない

• 指導及び監督を行った記録がない

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

運転者が少なく、作成番号の記載は必要ないと思っていた

運転免許証のコピーを貼り付けていたが、有効期間の切れたものだった

会社として教育はしていたが、記録が必要だとは思わなかった



運転適性診断の受診（警告～１０日車）
• 高齢運転者に適齢診断を受診させていない

運行管理者の講習受講/整備管理者の研修受講（１０日車）
• 運行管理者に運行管理者一般講習を受講させていない

• 整備管理者に整備管理者選任後研修を受講させていない

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例

受診を先延ばしにしているうちに、気がついたら６６歳を超えていた

６５歳以上の者に適齢診断が必要だということを知らなかった

業務多忙で行けなかった

通知が来ると思っており、通知が来たら行くつもりだった



定期点検整備
• ３か月定期点検を実施していない

（１回未実施：警告）

（２回未実施：５日車×未実施台数）

（３回未実施：１０日車×未実施台数）

• １２か月定期点検を実施していなかった

（未実施：１０日車×未実施台数）

• すべての車両が全く未実施

（事業停止３０日間）

法令遵守事項と監査

・監査での指摘事項の例
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